
令和８年度　横浜市瀬谷図書館の目標一覧

具体的取組内容（想定業務量）

・博覧会関連書、花卉・園芸実用書など資料収集（40
冊）

・各分野の高額書、基本書など資料収集（50冊）

・シニア向け資料の収集（50冊）
・絵本等の購入（50冊）

・子育てに役立つ資料、多文化背景を持つ人々に役立
つ資料など収集（20冊）
・絵本コーナーの資料の買替と更新（55冊）

・科学・自然・工業・家庭分野を中心に補充・更新
（220冊）

・窓口用タブレットの導入・運用（11月）

・新規登録時等のサービス説明（常時）

・ポスター掲示（常時）

・地域の写真等公開（10点）

・区内の子育てひろばで出張おはなし会（１回）

・見せ方を工夫した展示の実施（３月）

・小学生向けの工作会の実施（８月）
・一般・シニア層向けの終活講座の実施（10月）

・園芸関連の展示の実施（３月）

・朗読会の開催（平日２回、休日５回）

・テーマ展示（大人・子ども各10回）

・親子向けのイベント実施時の絵本セットのＰＲ
（3回）

・休日おはなし会（11回）、おはなしフェスティバル
ウィーク（７～８月）、ひよこのおはなし会（22回）

・子育て支援拠点や地区センター等との定期的な情報
交換の実施（３回）

・森のネイチャーゲーム（６月）

・マイクロプラスチックで作る万華鏡ワークショップ
（８月）

・グループ貸出（3,000冊）

・まずはここから！絵本の読み聞かせのコツのコツ
（２回）

・赤ちゃん教室でのおはなし会（３回）

・窓口での利用者登録手続きのオンライン化、ペーパーレス化を推進します。

図書館資料の充実に向けた取組の実施
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・新規登録時や長期未利用者の登録更新時にサービスの説明を個別に行う等、電子書籍サービスの利用促進に取
り組みます。

・幅広いジャンルの雑誌が読める電子雑誌の閲覧サービスの利用促進に取り組みます。

・デジタルアーカイブを活用し、地域の古い写真等の資料の保存・公開をします。

・地域の特色に基づく取組として、横浜グリーンエクスポ（2027年国際園芸博覧会）に関連したテーマの資料収
集を行います。

・当館の購入単価より高額な基本図書の買い替え、シリーズの補強等を行います。今年度は総記、技術工学、産
業、言語の資料を収集します。

・大活字資料など活字の大きな資料、対象を高齢者向けとした資料等、シニア向け資料の拡充を行います。児童
は紙芝居のみのシニアコーナー（既存）を拡充し、絵本等を購入します。

・子育て世代に需要のある資料を中心に、インクルーシブを意識した資料収集を行います。児童は読み聞かせに
向く絵本コーナーの資料の買替と更新を行い、充実を図ります。

目標

・小中学生の課題解決のために、科学・自然・人体（病気）や、工業・環境・家庭に関する分野を中心に補充・
更新を行います。
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デジタル技術の積極導入
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読書活動の推進

・地域団体・施設等、新たな連携先を開拓し、企画事業等を実施します。

・定例展示等の方法を改善し、図書館の蔵書をより効果的に魅せる展示を実施します。
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・区内のボランティアグループや子どもの関連施設に図書館資料を貸出します。

・小学校の読み聞かせボランティア向けの入門講座を開催します。

子育て支援に向けた取組推進

・令和７年度に開始した乳幼児向け絵本セットについて、貸出促進を図ります。

・子育て応援ネット会議に参加するほか、区内の子どもの関連施設と情報交換を行います。

・他機関と連携し、自然観察及び図書館資料も活用した調査を行う小学生向けのイベントを開催します。

・他機関と連携し、工作などの体験を通して環境について学ぶ子ども向け講座を開催します。

・区役所主催の赤ちゃん教室でおはなし会の実演を行います。

・参加者の読書への興味や関心を引き出す体験型の事業を実施します。

・横浜グリーンエクスポ（2027年国際園芸博覧会）開催にむけた機運醸成のため、関連事業を実施します。

・毎月のテーマ展示で市民の知的関心を高めます。

・ボランティア団体と協力し、大人のための朗読会を開催します。

・区内のボランティアと協力し、休日おはなし会、おはなしフェスティバルウィーク、親子向け「ひよこのおは
なし会」を開催します。



具体的取組内容（想定業務量）目標

・子育て支援拠点「にこてらす」でおはなし会（３
回）、その他出張おはなし会（３回）

・区内小学校読書感想画展（１月）、区内中学校書初
め展（２月）

・読書目標展示（10月）、ペット防災展示（２月）、
健康関連ブックリスト作成（３月）

・チラシ・パンフレット類の配架（週２回）

・図書館ホームページ、広報よこはま区版のイベント
情報発信（毎月）

・子育て応援カレンダーの情報発信（12回）、せやっ
こだよりの情報発信（4回）

・SNS、「パマトコ」等の情報発信（3回）

・障害のある方への読書支援（常時）

・バリアフリー資料の拡充（60冊）

・リノベーションの設計（５月～12月）

・アンケート実施（４月）

・意見交換（読書活動推進懇談会、区内小・中・高
校）（５月）

・設計者との調整（５月～12月）

・子育て支援拠点や地区センター等との定期的な情報
交換の実施（5回）

・関連研修の受講（１回）、職場内での意見交換（２
回）

・人材育成チーフ研修（６～８月）のフィードバック

司書の人材育成
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地域との連携

・学校訪問の際におはなし会の実演などを行ったり、図書館外の赤ちゃん教室などで「ひよこのおはなし会」を
実施するなど、図書館外に出向き、対面でも図書館や本の魅力を伝えます。

・区内の小・中学生の成果物を展示します。

・区役所等と連携したパネル展等を実施します。

・チラシ・パンフレット類を受入れ、配架・更新します。
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積極的な情報発信

・図書館ホームページ、広報よこはま区版などを活用し、イベントなどの情報を積極的に発信します。

・区の「子育て応援カレンダー」、「せやっこだより」を活用し、未就学児・小学生向けのイベントなどについ
て情報発信を行います。

・図書館や区のSNS、子育て応援アプリ「パマトコ」等の多様な情報ツールを活用した情報発信で、図書館との接
点を増やします。
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障害のある方への読書支援の推進

・視覚障害者等への対面朗読の実施、録音図書・テキストデイジーの貸出や、来館が困難な障害のある方への図
書の配送貸出の窓口となり、読書を支援します。

・多様な子どもたちが読書に親しみ楽しめるように、バリアフリー資料拡充を行います。

・分かりやすい館内サイン等を「リノベーション」の中で検討します。
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リノベーションの実施

・レイアウト変更や什器の刷新など、リノベーションの設計・施工のため区民の意識を調査します。

・リノベーションの設計を行います。

・蔵書の魅力を伝えるための展示等での企画力・演出力の向上を図ります。

・人材育成チーフを中心としたOJTに取り組みます。

・司書が企画・調整役として活躍できるよう、地域と連携・協働する力を育成します。


